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D-196 トランスサイレチン（プレアルブミン）（栄養障害に対する回数） 

 

《令和 6 年 6 月 6 日新規》 

 

○ 取扱い 

 原則として、栄養障害に対するトランスサイレチン（プレアルブミン）

の算定は月 1回まで認められる。 

 

○ 取扱いの根拠 

 トランスサイレチン（プレアルブミン）は栄養状態を把握する指標とし

て用いられるが、栄養障害は慢性に経過するものであり、短期間での再算

定は過剰であると整理した。 

 なお、必要があり月 2回算定する場合は理由の記載が必要である。 

 

○ 留意事項 

 「月 1 回」というのは、連月の算定を示しているものではない。 

 

 

 

※ D-194と同様の趣旨 

 


